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市民開放授業の実施と応募状況

静岡大学生涯学習教育研究センター長柴 垣 勇 夫

本学の中期目標・中期計画にそって、教育面で

の地域貢献の一環として、一般市民を対象とした

「市民開放授業Jを、平成17年度に試行・実施す

ることが、平成16年12月の教育研究評議会におい

て決まった。「大学教育センターjにおいて、この

細部の検討が行われ、演習・実験・実技科目を除

く専任教員が担当する講義科目で、主として共通

科目を中心に、正規の授業科目が一般市民の方に

開放されることとなったのである。これに基づい

て教員全員に受講受入科目の調査を実施したとこ

ろ、 255科目(うち前期135科目)の受講受入が可

能となった。

「大学教育センター」と当センターでは合同で、

受講者説明会を平成17年3月25日に開催したとこ

ろ、約100名が静岡キャンパスに、浜松キャンパス

にも15名ほどの希望者が集まった。参加者は受講

手続きの説明に聞き入札熱心な質問も出された。

学生と一緒に受講することへの不安と、大学側と

の連絡網の確認、更に学内施設の利用についての

期待を込めた質問などであった。知人の勧誘にと

要項を余分に請求される一幕もあった。

こうして 4月の新学期へはいり、 4月8日陰)か

ら一週間の受講試聴期間をむかえると、学内に新

入生に混じって、多くの一般社会人や中高年の女

性の姿が目立つてきた。最終的な受講者数は、 81

名で、受講科目数は51科目、一人で何科目も受講

される人があって、延べ受講科目数は、 117科目に

のぽった。興味のある教養科目をいくつも受講し

ようとする人や、リカレント的に活用しようとす

る人達が複数科目を受講した結果である。ご自分

の希望する講義への参加は概ねかなえられたよう

である。

こうして今年度の市民開放授業は順調に進んで

いるが、いくつか問題も認められる。申込み締切

後に行われた受講風景のテレビ報道で、受講希望

の問い合わせが数件あり、広報手段を新聞報道の

みならずさまざまに行う必要を感じさせた。また、

語学科目の受講希望が寄せられており、こうした

科目の受講をどこまで受け入れるのか、学生の履

修が優先されるべきであることから、その調整が

今後の課題でもある。いずれにしても、次年度に

は、原則全講義科目の開放をめざして、大学教育

センターでの調整が進められている。

なお、後期に開講される講義でも静岡 ・浜松あ

わせて120科目が開放予定で、この説明会が9月27

日伏)午後3時に実施される。

地域に親しまれる静岡大学の形成のために開放

授業の県民への浸透が望まれる。

4/28 SBSテレビ放映の市民開放授業風景
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〈平成17年度静岡大学公開講座はじまる〉
今年度の公開講座の全容が決まり、生涯学習教

育研究センター運営委員会の承認を得て、 一部開

講しました。主要な講座の開始は、8月6日(却の

番号 講 座 名 7 マ 開催日 開催時間。体験・大学の化学実験 8月6目的
1O:OH6:00 

'7日相l

生活習慣病とその予防 8月20日(:t)

e 〈らしと健庫 健車とウォーキング 8月27日l封

日本人tイヰ 日月3目的
14:0H6ω 

キノコの話 9月10目的

時軸の取り扱いと量賞 9月17目的

古関匝の見方 9月24日(封。じかに触れよう日本の美 仏障量貰を通して 10月l日出 13 却~15 却

静岡県立美摘館見学 10月8目的

日本のやきもの史 10月15日出

古代・中世掬器の種元 10月16日制

e やきもの考古学 陶器を作ろう 10月22日出 13 却~15 却

窯出lt給付li、軸揖liの体験 10月29日出

窯出lt作品講評、中国・朝鮮の向磁史 II月5目的

現代先端医控とヒューマン・ケ7 II月4日幽

ケ7の人間学 II月II日幽。いのちの17
女性とケ7 II月18日樹

18:00~20:00 

宗教におりるケ7 II月お日幽

見学会 5月14目的 1O :00~16ω 

e 伊Eの歴史と文化を考える
討論会 5月28日目 13:3H6却

芸荷・芸能文化から見た遠江町歴史と現代 10月l目的

e 遠江町歴史t文化の創造 遠江におliる農耕文化の成立と地域聞の交流 10月8日目
13:30~15:30 

長松の発展と極/11家康 10月22日(:t)

遠州近代起業家風土を検証する 10月29日凶

5月14日小。日本語ボランティア養成講座 文法、異文化理解
6月18日(:t)

13:3H6:30 

e 女性テニス教室 10月4日~
9:3H2:30 

H月8日

。生涯スポーツのための初観者車球教室 II月19目的 13:3H6ω 

II月20日制 9:3H2ω 

教i師のうイ7コース研究
日月19日幽

大人の学びとそれを支える専門職の育ち

義務教育改革のゆ〈え
8月20日(:t)。ほっと肩の力を革いて、今後の教育を 7メリカの「新教育Jと日本E学校 1O :00~15ω 

考えてみる教育学講座
社会教育の立場から学校に言いたいこt

日本の義務教育成立史のひとこま
9月19目的

学校経営について 10月8日凶

よい住まいを考える
8月22日目)。小・中・高等学校におliる消費生活教育 着やすきを科学する 9:3H6:30 

支援講座 これからの消費者教育を考える

食物の安全tおいしさを科学する
8月23日的

教材の言語事項そのものに含まれる対人交渉

的英語表現を見つり、それを文化的背景の解 8月23日制。「中高英語でcreatlveに交静する力li 説を伴って教える方法を紹介する
育てられるl講座

9:3H6:00 
既習の英語表現を駆置して未知の事態に対担

してゆく Strategic1nteract酬の方法を紹介 日月24日制
する

国語教科書の教材研究論、国語教材の授業計
8月24日附

I新しい国語の盟業研究を 画詰。
はじめませんかj講座

9:3H6却
国語教材の擾業計画語、国55教材の授業実躍

8月お日附
弘同聞

I気になる子尭達上町特骨と。
その尭見 j講座

8月幻日l並 IO:1H6却
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「体験 ・大学の化学実験」からです。全体の日程

は、 以下のとおり。

講師 所属 ・職名 申込期間 受講対象者 募集人数 講習料 l玄込 場

近藤満 理学部・助教控 終了 中学生以上のー般市民 25名 1，500円
静岡大学
静岡キャンパス

山本裕之 保憧管理センター分室長

中野韓夫 名誉教授
7/2H/5 ー般市民 50名 2，000円 沼産市立図書盟

中井弘和 名音教授

河岸洋和 農学部・教擾

高松良幸 情報宇部・教授

華垣勇夫 生涯学習教育研究センター長
静岡大学
静岡キャンパス

大宮康男 教育学部・助教授 8/1H/2 ー般市民 15名 3，000円

高松良幸 情報宇都・教握
県立美前面

大宮康男 教育学部・助教腫

聖垣勇夫 生涯学習教育研究センター長

9/1H/初 ー般市民 20名 3，000円
静岡大学

土田美智子 教育学部・パート教事職員 静岡キャンパス

華垣勇夫 生涯学習教育研究センター長

松田純 人文学部長

誤植医二 人文学部・教授 静岡市産字査読

鈴木実佳 人文学部・助教授
10/H1 ー般市民 50名 2，000円 センター

IB.nest) 
山下秀智 人文学部・教控

揚之上陸 人文学部・教授 伊Eの国市

揚之上陸 人文学部・教授
軒了 一般市民 30名 2，000円

上利博現 人文学部・教捜
韮山時制場
ホール

滝沢詰 人文学部・助教授

上利博規 人文学部・教授

樺原和大 人文学部・助教授
8/2H/9 }般市民 初名 2，4削円 クリエート浜松

本多陸成 人文学部・教授

山本義彦 人文学部・教授

原沢伊都夫 留学生センター・教捜
日本語教育I~

持団麻里 留学生センター・助教擾 終了
携わっている人

加名 2，300円 7ォルテ(誤松)
Ilか

中野美恵子 教育学部・教授 9/H1 一般市民(女性) 却名 止7削円
静岡大学
静岡キャンパス

吉田和人 教育学部・助教授 10/IH!/4 一般市民 6(名 2 ， 50~円
静岡大学

静岡キャンパス

山崎準 教育学部・教擾

世江かさね 教育学部・助教控

梅揮収 教育学部・教授 静岡市産学交読

官野文彦 教育学部・教授 ~8 / 5 
小・中・高校E教職員、

加名 3，000円 センター
教育委員会職員

石井山竜平 教育学部・助教授 (B.nest) 

花井信 教育学部・教授

藤原文雄 教育学部・助瀬控

外山知直 教育学部・教授

大村知子 教育学部・教授
~8 / 8 
Jj、.中・高止まの教員、

30名 3，500円
静岡大学

色川車男 教育学部・助教控 教育の関連者 静岡キャンパス

新井映子 教育学部・教授

三浦孝 教育学部・教授 ~8 / 9 中・高!1の英語教員 12名
静岡大学

2，200円
静岡キャンパス

小・中・高校の 静岡大学
大塚措 教育学部・教掻 ~8 / 1O 

国語教員
15名 3，500円

静岡キャンパス

静岡市産学交抗

期式融 教育学部・助教揮 7 / 4~8 / 12 保育士・幼推園教諭 25名 3，000円 センター
IB.n倒)



(平成16年度後期開催の生涯学習教育研究センター事業の報告〉

①静岡県公民館連絡協議会との共催事業

「生涯学習指導者研修事業」盛況裏に終了。

日時:平成17年1月12日(水:) 10: 30"-' 16: 00 

会場:静岡市清水興津公民館

iNPOの地域づくり活動と公民館Jをテーマに各
地の NPOネットワークセンターの地域課題に向け

ての取り組み事例を参考に、NPO活動と公民館と

の連携のあり方を探りました。

日程基調講演 10:40"-'12:10

「社会力を育てる地域づくりと公民館の役割」

筑波学院大学学長門脇厚司

事例報告 l3 : 00"-' l3 : 40 

1)浜松市積志公民館長栗田林治

2 )静岡市清水小島公民館長植田秀臣

(共に平成16年度文科省表彰優良公民館)

研修事例報告 l3: 40"-'15: 00 

講義 iNPOに学ぶ地域課題解決の手法

"-' N -Pocketの取り組みから"-'J

石井山竜平静岡大学教育学部助教授

静岡大学生涯学習専攻生実習事例報告

(学生による事例報告を 3例)

門脇学長の基調講演

パネルテ、イスカッション 15:00"-'16:00 

浜松 NPOネットワークセンター(通称 N-Pocket)

の活動事例報告を中心に、公民館の活動の中に

NPOとの連携がどうすすめられるかを討議。

司会:生涯学習教育研究センター阿部耕也助教授

パネリスト:浜松NPOネットワークセンター山口

祐子、静岡大学教育学部石井山竜平、公民館事例

報告者、静岡大学教育学部生涯学習専攻学生。参

加者60名。

②公開シンポジウム

「学習ネットワークと生涯学習7J終了

平成10年度から実施の研究事業「学習ネットワー

クと生涯学習」の第7回シンポを下記の日程で開

催しました。当日は、静岡会場に教育学部・人文

学部学生を中心に80名の参加者を集め、衛星回線

を使った共同研究システム・scsによって秋田、
山形、金沢、京都教育、徳島、愛媛、福岡教育、

長崎、宮崎等の各大学ならびにメディア教育開発

センターと全国12機関を結んで行いました。

scsシステムでのパネルディスカッション

日時:平成17年2月1日附 14:30"-'17:00

場 所:静岡大附属図書館6階scsメディアル」ム
.研究報告/米国ボストンにおける市民と大学の

連携赤堀正宜(桐蔭横浜大学)/生涯学習支援に

おける大学と市町村の連携課題原義彦(秋田大

学)/中間支援組織というネットワーカーの立場か

ら山口祐子(浜松NPOネットワークセンター)

.パネルディスカッション

コーディネーター:官野文彦(静岡大学教育学部)

コメンテーター:角替弘志(常葉学園大教育学部)

市 「しずだい飛ぶ教室in焼津Jを実施|

「考えよう!親子のつながり命のつながり心の

つながり」をテーマに豊田の歴史と文化の会共催。

時:平成17年3月13日(日) 所:焼津市豊田公民館

講師:石川憲彦前静大保健管理センター長・林試

の森クリニツク院長/地元小・中学校父母60名参加

|④「日米サービスラーニングフォーラムJを開催|

3/26(却に静岡市産学交流センターで浜松NPO

ネットワークセンター共催。米国からも参加。
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(平成17年度前期事業の実施結〉

①静大公開講演会

‘いま証券が熱い"を実施しました。

講演会テーマ r証券取引の公正さとは?
証券取引等監視委員会の役割』

証券取引等の公正、不正の内容を語り、証券取

引等監視委員会の役割を理解する目的で実施。

日時:平成17年4月21日休) 15: 00'"'-' 17: 00 

場所:静岡市産学交流センター7F大会議室

講師:証券取引等監視委員会委員(元NHK解

説委員)水城武彦氏

主催:国立大学法人静岡大学、静岡大生涯学習

教育研究センタ一、静岡大人文学部、証券取引等

監視委員会、東海財務局。参加者一般市民、学生

130名。

②公開シンポジウム「学び合いの多文化協働

教育ーこれからの学級の姿とは」を開催。

多文化共存のあり方について弱者支援の教育か

ら協働による利の享受をめざす教育へ進める方向

を探りました。参加者教育関係者、学生等60名。

日時:平成17年 6月25目的 10:30'"'-'16:50

場所:静岡市産学交流センター (B-nest)

講演:縫部義憲氏(広島大学大学院教育研究科)

フォーラム:金子正人(横浜市立いちょう小学校)

渋谷恵(常葉学園大学教育学部)、見世千賀子(東

京学芸大学国際教育センター)、水野かほる(静岡

県立大学国際関係学部)、矢崎満夫(東京都目黒区

立東根小学校)各氏。司会宇都宮裕章(教育学部)

パネルディスカッション風景
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|咋度富士川町共催の静岡大学特別公開講座始まる|

会 場:富士川町中央公民館 09:00~21: 00 見学は昼)

前期 I戦国時代の武将巡りj講義4見学 1

① 6/22附北条早雲小和田哲男教育学部教授

② 7/1働今川義元の虚像と実像同教授

③ 7/8幽 信玄の駿河支配小川隆司(島田商教諭)

④7 /15働五ヵ国領有期の徳川家康

本多隆成人文学部教授

⑤ 7/23国静岡東部・中部の城跡めぐり

柴垣勇夫生涯学習教育研究センター教授

後期:テーマ「楽しく動いて健康づくり」

講義と実技全5回(19:00'"'-'21: 00) 

①10/5附健康と運動村越真教育学部教授

②10/12附ストレッチでリラックス 同

③10/19附軽スポーツ(フリスビー)同

④10/25例楽しく動こう中野偉夫静大名誉教授

⑤11/8伏) ウォーキングを楽しむ 同

ONPO法人・エイジングプライト倶楽部/有度国際セミナーとの共催歴史
講演会[静岡ゆかりの戦国武将たちJをこの夏に開催

会場:静岡市産学交流センター・ 6階

プレゼンテーションルーム (13:00'"'-'15:00)

8/4、11、18、25毎木曜日連続4回の講演会

8月4、11日:小和田哲男教育学部教授

8月18、25日:本多隆成人文学部教授

17年度センター運営委員

委 員 長柴垣勇夫センター長
副センター長 菅 野文彦 センター教員阿部耕也

(教育学部)
人文学部湯之上隆 教育学部石井山竜平
情報 学 部杉山茂理学部 塚越哲

工学部鈴木久男農 学 部柴垣裕司
電子工学研究所松本晃 一 大学教育センター佐藤 龍子

生涯学習教育研究 セ ンターでは、学内の公開講座情報、大学
開放事業などを掲載 し広報します。最近 の計画、将来計画をセ
ンターまでお寄せ下さ い。
ホームページ http://www.shizuoka.ac.jp/-cerll/
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